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A

カリキュラム・マネジメ
ントを推進し，自ら考
え行動する力を育成
する。

教務
（瀧田）

（A：９０％以上）

・３学期の実践も通して児童
と教師の評価の不一致が一
致するようになってきたかを
引き続き見ていく。

【努力指標】
カリキュラム・マネジメント
の柱「自ら考え行動する
力の育成」を意識して，
指導を行っている。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：８０％未満

Cの場合には、取組に
ついて、検討、改善を
行う。

これからは、効果的な活
用なのかを検討していく。

児童アンケートでは、A（９
０％以上）
・今後も楽しく活用できるよう
に、全教員で活用の推進を
していく。

【満足度指標】
１人１台端末を使った授
業が楽しいと感じている。

楽しいと感じている児
童が
A：９０％以上
B：８５％以上
C：８０％以上
D：８０％未満

Cの場合には、指導の
あり方を検討する。

学期末教員・児
童アンケート

・教員が積極的に活
用を促すことで、全児
童抵抗なく、楽しく学
習に活用している。高
学年を中心に文房具
のように、手早く、効
果的に活用している。

・今後も楽しく活用できる
ように、全教員で活用の
推進をしていきたい。

学期末教員自己
評価

・総合的な学習の時
間と生活科だけでな
く，算数科や他の教科
でも同様に実践してい
くことができるので，
取組範囲が広くなっ
た。

・整理・分析の方法を具
体化し，児童が使えるよ
うにしていく。

達成度(判定）
次年度の方向性
（改善計画等）

学校関係者評価者（学校運営協議
会委員）による意見

1 学力の向上

「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の一
体的な充実に向け、
授業改善を図る。

学習指導
（釜井）

（A：９０％以上）

・教師主導ではなく、児童主
体の授業を目指して学習方
法を個人で選択できるように
していく。

【努力指標】
個に応じた指導や支援を
行うために、考えをもつ
時間や場を設定して、学
び合いにつなげることが
できる。

Cの場合には、指導の
あり方を検討する。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合、要因を明ら
かにして、重点の再確
認・検討をする。

教員自己評価

・授業の始まりにゴール
の姿を児童と共有し、学
習方法や道具を選択し、
自己決定する機会を増
やすようにしている。ま
た、個に応じた指導のた
めに、児童の見取りを大
切にしている。

・ねらいを明確にもち、教科
の見方、考え方を大切にペ
アやグループ交流を行う。全
体交流をする時に、間違い
や不十分を生かせるように
していきたい。

・改善計画通りにお願いした
い。

学期末児童アン
ケート

・相互参観の時期に合
わせて、それぞれのクラ
スで「あさはよし」のめあ
てを決めて取り組みを
行った。自分たちのレベ
ルアップを目指してめあ
てを設定し、指導する教
員の意識も高い。

・今自分たちに足りないとこ
ろをめあてに設定しているた
め、児童自身の評価は「でき
ていない」と厳しくなる面も
あった。できているところにも
目を向けさせていくようにし
ていきたい。

Cの場合には、取組に
ついて、検討、改善を
行う。

イ
★

１人１台端末を活用し
た効果的な学習に努
める。

GIGA推進
（北）

（Ａ：年間７回以上）

・今後も月１回程度の研修を
行い、効果的な活用方法に
ついて共通理解していく。

令和６年度　かほく市立金津小学校　学校評価最終報告書

経営目標 取組内容 主担当
（前期達成状況）
現　　　状

評価の観点 達成度判断基準 備考 取組状況

【努力指標】
考えを交流する場面や学
習を深める場面でICTを
活用することができる。

ICT活用についての授
業実践研修会を
A：年間７回以上
B：年間６回以上
C：年間５回以上
D：年間４回以下

個に応じた学力の向
上と学び方の習得を
めざす。

学習指導
（釜井）

（A：９０％以上）

・自分たちのクラスで不十分
なところをめあてに設定する
ことで、意識化を図ることが
できたため、次年度も継続し
て行っていく。

【成果指標】
５つの項目について，児
童は常に意識し，一定の
定着率に達している。

「あさはよしを意識し
て学習に取り組むこと
ができた」と回答する
児童が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

GIGA校内研修会

・月に１回程度、各クラス
で実践発表を行い、効果
的な活用方法について
共有している。
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A

児童主体とした授業づく
りを継続し、全教職員で
個別最適な授業づくり、
生徒指導の４機能をいか
した授業づくりを継続して
いく。

・改善計画通りにお願いした
い。

毎月のアンケートでは、
「嬉しかったこと、楽し
かったこと、悲しかったこ
と」のどれかを記述して
もらい、児童の内面理解
に努めた。いじめと認定
した場合は迅速な情報
共有に努め、全体で加
害児童、被害児童を見
守り支援を行った。

児童アンケートや担任、ＳＣ
による個別面談、相談ボック
スの設置を通して、児童の
些細な変化も見逃さないよう
に児童理解に努めていく。ま
た、アンケート結果の開示を
通して保護者への情報発信
をしていく。

特別支援教育につい
ての理解を深め、だ
れもが安心して学べ
る環境を整える。

生徒指導
（山口）

（A：９０％以上）

・個別に最適な学習の進め
方や児童主導の授業スタイ
ルにチャレンジしていく。

【努力指標】
学習や生活に生徒指導
の視点を生かしている。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、取組に
ついて、検討、改善を
行う。

学期末教員自己
評価

学習指導部と連携し、児
童主体で、生徒指導の４
機能を活かした授業づく
りに努めてきた。進んで
交流したり発言したりす
る児童が増え、積極的に
行動する児童が増えた。

いじめ・不登校・問題行動の
早期発見に努める。事案に
対しては全職員で情報共有
を図るとともに、迅速にケー
ス会議を開催し、組織的に
対応する。長期の不登校に
対しては、保護者も交えて
ケース会議を実施し、一人
一人に応じた支援を継続的
に行う。

生徒指導
（山口）

（A：９０％以上）

・未然防止にさらに注力し、
児童の困っていることなども
発信して、保護者と学校とが
さらに協力できるように情報
を発信していく。

【努力指標】
個別の支援シートを作成
した児童を中心に，全校
体制で支援を行うととも
に，いじめや問題行動の
未然防止に取り組んでい
る。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、体制及
び運営について検討
する。

学期末教員自己
評価

Cの場合には、自主
的・実践的態度を育
成するための手立て
について、再検討、工
夫を講じる。

学期末教員自己
評価

セルフチェック集
計表

身だしなみや生活習慣
については、８０％以上
と定着が見られるが、メ
ディア時間では６７％と
改善の余地がある。家
庭と連携しながら自己啓
発に努めていきたい。

メディア時間は課題が見
られるので、ルール作り
の必要性や保護者の協
力を得られるような取り
組みを考えていきたい。

生活目標のふり返り
において，児童肯定
的な評価をする児童
が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、取組項
目や方法について再
検討する。

生活目標集計表

全児童の意識は高く、生
活目標を達成しようとす
る習慣が身についてきた
ように思う。今後も継続
していきたい。

生活目標の意識は高い
ので今後も維持できるよ
うに日々の声掛けをして
いく。振り返りの方法を再
度検討していきたい。

学期末児童アン
ケート

人間関係づくりの土台と
なるコミュニケーションの
方法を学習したり練習し
たりする機会を設け、安
心して過ごせる学級・学
校づくりに努めている。コ
ミュニケーションの練習
を通して反応が返ってく
る喜びを感じているよう
だ。

コミュニケーションの楽し
さを感じられるコミュトレ
を継続し、児童の相互理
解やコミュニケーション能
力の向上、自己肯定感の
向上を図っていく。

帰りの会や授業の場面
の他に、きらきらカードに
全校で取り組むなど、よ
さを認める場づくりがで
きている。児童の作品や
ふりかえりカードには肯
定的な言葉を入れるな
どし、よさを伝えるように
してきた。

今後も互いのよさを認め
合う機会を意図的につく
り、児童を褒め、認める
言葉がけを続け、温かい
雰囲気の学級・学校を目
指していく。

イ

生徒指導の視点に
沿った教育活動を通
して、自他を大切にす
る心情を育成する。

生徒指導
（山口）

（A：９０％以上）

・今後も継続していき、より
一人一人の頑張りを児童に
も保護者にも広めていける
ようにしていく。

【努力指標】
よさを認める場の設定
や，よさを伝えることに積
極的に取り組んでいる。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

（Ｂ：８０％以上）

・安心して過ごせる学校をさ
らに目指して、人の気持ちを
考える機会をさらに設けた
り、児童に素敵な姿を伝え、
広めていきく。

【成果指標】
児童は，自分のよさに気
づいている。

「自分にはよいところ
がある」と回答する児
童が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

（A：９０％以上）

・生活目標の取り組み方に
慣れてきている。学校生活
の生活習慣の一部のように
なっていってほしいので、継
続していく。

【成果指標】
生活目標を意識し，より
よい行動ができるように
取り組んでいる。

（A：９０％以上）

・規則正しい生活に対する
意識の継続ができるように
声掛けしていく。またメディア
との付き合い方児童に啓発
していく。

【成果指標】
セルフチェックを通して，
自己のよりよい生活習慣
の定着に取り組んでい
る。

セルフチェックカード
の肯定的な評価をす
る児童が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

2 生徒指導の推進

ア

「めあて」や「きまり」に
対する自己評価を定
期的に行い、よりよい
行動への意識と実践
力を高める。

生徒指導
（佐竹）
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学期末教員自己
評価

・ランチルーム給食時
間を利用し、良い姿
勢、歯みがき指導の
声掛けを実施した。
・５，６年生に少人数
での歯みがき指導を
実施した。

・今後も継続していく。
・給食時の姿勢等の声掛
けも継続する。

【成果指標】
児童には，健康的で規則
正しい生活習慣が定着し
ている。

毎月のセルフチェック
の結果及び学期末，
児童・保護者アンケー
トが
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

学期末児童及び
保護者アンケート

・2学期の食育講座で
栄養教諭と連携し早
寝、早起き、朝ご飯に
ついて指導した。
・学校保健委員会で
睡眠の大切さについ
て考える機会を持て
た。

・健康の秘訣睡眠、食
事、運動、排せつの４つ
を年間通じて指導してい
く。

4 健康と体力の向上

ア

「体力アップ１校１プラ
ン」をもとに、体育の
授業や「風っ子タイ
ム」「のびのびタイム」
を通して体力向上の
目標達成に努める。

特別活動
体力づくり
（北）

（A：９０％以上）

・今後も教科体育と体育行
事を軸にしながら、楽しみな
がら児童の体力を向上させ
ることができるようにしてい
く。
・今後も、風っ子タイムで運
動に親しむ機会を設け、運
動が楽しいと思える児童を
育てていく。

イ

健康課題の解決のた
めの継続的な取組を
実施するとともに、家
庭と連携してよりよい
生活習慣の定着を図
る。

保健安全
（田中）

（教員評価A：９０％以上）

（児童・保護者アンケート
　　　　　　　　　Ａ：９０％以
上）

・今後も継続していく。
・給食時の姿勢等の声掛け
も継続する。
・健康の秘訣睡眠、食事、運
動、排せつの４つを年間通じ
て指導していく。

○体力について

・子どもたちの体力は落ちてい
るのか。
・苦手はあっても概ね体力はあ
る。（柔軟性がやや低い）

【満足度指標】
児童は、楽しく進んで運
動に取り組んでいる

風っ子タイムに楽しく
取り組んでいる児童
が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Bの場合には、取組に
ついて、検討、改善を
行う。

学期末児童アン
ケート

体力アップ１校１プ
ラン実施状況

・学期に２回程度の
風っ子タイムを通し
て、全児童が運動に
親しむ機会を設けて
いる。

・今後も、風っ子タイムで
運動に親しむ機会を設
け、運動が楽しいと思え
る児童を育てていく。

【努力指標】
視力をはじめ健康管理等
の指導の充実に取り組ん
でいる。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、取組に
ついて、検討、改善を
行う。

【努力指標】
教科体育において，課題
となる運動能力の強化を
含め，体力向上に取り組
んでいる。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、取組に
ついて、検討、改善を
行う。

学期末教員自己
評価

・教科体育や、体育行
事に楽しみながら取り
組ませることによっ
て、児童の体力の向
上を目指している。

・今後も教科体育と体育
行事を軸にしながら、楽
しみながら児童の体力を
向上させることができるよ
うにしていく。

○「金津の森フェスティバル（新）」
について
・来年度、「金津の森」を生かした
教育活動をさらに推進していくこと
を計画している。その一環としてこ
れまでの「収穫感謝祭」を「金津の
森フェスティバル」と一新して、金
津の森プロジェクトの活動や総合
的な学習に関する学習発表を保護
者、地域に発信したり、交流したり
する機会にしたい。

・一日使って行えば、保護者、地域
の方も参観しやすいのでは。
・金津の森プロジェクト実行委員が
大変になるかもしれないが、保護
者からの協力者も増えるのではな
いか。
・地域の人も参加しやすい活動に
なればよい。
・収穫感謝祭では、学校田や学校
園の協力者である西東さんへの感
謝を表す機会があったが、別にそ
のような機会を作ってほしい。
・来年度は特認校４年目となる。金
津の森での豊かな学習活動・体験
活動を金津小の特色の一つとして
いきたい。

イ

「金津の森」を活用し
た自然体験活動や、
講師を招いての文化
的体験活動、交流活
動に取り組み、豊かな

感性を養う。

教務
（瀧田）

（A：９０％以上）

・「金津の森活用計画」を推
進し，伝統となるものは伝統
化してていく。
・新たに金津の森を発信して
いく手立てを考え，計画を具
体化していく。
・「金津の森プロジェクト」や1
時間の授業だけで完結して
しまわずに，その経験から次
の活動に結び付け，継続的
に講師の方と連携して活動
していく。

【成果指標】
「金津の森活用計画」に
基づき概ね活動できてい
る。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、その要
因を明らかにし、金津
の森活用計画の内容
について再検討する。

学期末教員自己
評価

・後期も「金津の森活用
計画」を推進していけ
た。高学年の金津の森
プロジェクトは下級生の
目にも触れるので，いつ
かは自分たちもできると
いう期待感を高めてい
た。
・３・４年生が新たに金津
の森を発信していく手立
てを考え，計画を具体化
していっている。

・３・４年生の「金津の森
改善プロジェクト」を来年
度につないでいく。

【努力指標】
講師等を招き，体験活動
の充実に取り組んでい
る。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、体験活
動等の取組につい
て、検討、改善を行
う。

・来年度は，全学年の教
育課程に「金津の森」が
組み込まれるようになっ
た。秋に「金津の森フェ
スティバル」（仮称）も開
かれる予定で，全学年
が共通して金津の森に
ついて学習していくこと
になった。

・各学年がどんな内容で学
習するのか，どんなふうに
「金津の森プロジェクト」を開
催するのかを具体化してい
く。

・自分の考えをもち、友
達と活発に交流している
児童が多い。
・ゲストティーチャーを招
聘し、全学年で心のサ
ポート授業を行ったり、
道徳だよりを発行して家
庭に道徳授業の様子を
発信したりした。

・重点目標について行事
等と絡めながら、日頃か
ら意識して指導できるよう
にしていく。
・道徳だよりの発行を継
続して行う。

3
情操豊かな心の育
成

道徳の授業を中心
に、道徳教育の推進
を図り、道徳性を養
う。

道徳教育
推進教師
（山本）

（A：９０％以上）

・別葉の内容を見なおし、重
点目標について意識して指
導できるようにしていく。
・地域とも連携し、ゲスト
ティーチャーを招く機会を設
けていく。

【努力指標】
道徳の授業づくりを工夫
する。
ア　中心発問の吟味
イ　言語活動の充実
ウ　価値の自覚化
エ　道徳掲示の蓄積

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、道徳の
授業展開の再検討を
図る。

学期末教員自己
評価



1+2
100％

A

1+2
100％

A

ア
1+2
100％

A

イ 1+2
100％

A

業務が煩雑になったり、
必要以上に時間がか
かってしまったりすること
がないように、検証や改
善の重点を絞って取り組
むことができるようにす
る。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、取組に
ついて、検討、改善を
行う。

学期末教員自己
評価

・4～11月の時間外勤
務は、月1人あたり平
均32.8時間（昨年度
35.0時間）である。効
率と成果を意識した
働き方が徐々に表れ
ている。

提案内容を見直し，終礼
時やC4thの掲示板を活
用することで、会議の効
率化をさらに進める。 ○その他

この学校評価報告書だけでな
く、保護者アンケートや児童ア
ンケートの集計結果も資料とし
てつけてもらえると別の視点か
らも評価できる。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Cの場合には、取組に
ついて、指導、改善を
行う。

学期末教員自己
評価

・学校経営方針に基
づき，各担当がPDCA
サイクルを意識しなが
ら，責任を持って業務
を進めている。

6
多忙化改善と人材
育成

提案内容や取組内容
の精査、会議の効率
化・簡略化を図るとと
もに、最終退校時刻
の設定を行う。（毎週
水曜日の定時退校の
徹底）

教頭
（井上）

（Ａ：９０％以上）

・勤務時間管理を意識した
働き方を促すことで、業務改
善の意識を高めるとともに、
教職に対するやりがいを持
てるような職場づくりを目指
していく。

【成果指標】
業務改善の取組が勤務
時間の改善に表れてい
る。

PDCAサイクルを意識
した提案と達成状況
の把握により、責任を
持った業務の遂行に
努める。

教頭
（井上）

（A：９０％以上）

・今後も，全職員の共通理
解・共通行動が図られるよ
う，各担当がわかりやすい
提案に努めていく。PDCAに
ついては，特に検証・改善を
確実に行い，さらによりよい
ものにしていく。

【努力指標】
PDCAサイクルを意識し
て，担当業務を進めてい
る。

○学校だよりについて

・運営協議会委員は学校だよりが
届けられるので見ているが、地区
の方は、あまり見ていないのでは
ないか。
・地区の希望や状況に合わせても
よかったのではないか。
・地域の年配の方は学校のことは
分からないが、回覧板で回しても
学校だよりだけの時もあり、それだ
けを回すのもどうかという意見も聞
かれた。
・メールやHPは特に年配の方はな
じみが薄い。

教頭
（井上）

肯定的な評価をする
保護者が
A：９０％以上
B：８５％以上
C：８０％以上
D：８０％未満

学期末保護者ア
ンケート

8月より市内全校学校だ
よりの地区回覧を行わな
いことになった。そのこと
に対する地域の声を聞く
必要がある。

【努力・満足度指標】
ＨＰや学校だより等各種
たよりで，学校の情報を
発信している。

肯定的な評価をする
教員が
A：９０％以上
B：８０％以上
C：７０％以上
D：７０％未満

Bの場合には、取組に
ついて、検討、改善を
行う。

学期末教員自己
評価

データ配信が基本となる
とこまめに確認する保護
者となかなか見ない保護
者がいることが課題。機
会を見て周知を図るよう
にする。

5
家庭や地域から信
頼される学校づく
りの推進

ア

各種たよりやホーム
ページ等により、積極
的に学校の情報を発
信する。

教頭
（井上）
情報
（北）

（A：９０％以上）

・コドモンでは、スマートフォ
ンで見る保護者も多いと思
われるため、スマートフォン
でも見やすいように写真を
多く入れたり、文字の大きさ
に配慮したりした便りを心掛
けていく。
・今後も計画的に配信や更
新を行っていく。また、ホー
ムページの更新も保護者に
伝えていく。

・1ヶ月に1回以上の学
校便り、学年便り等を
コドモンを利用した配
信や活動や行事等の
ホームページで発信
が定着と保護者への
周知が定着してきて
いる。


